
船
す
る
仲
間
を
眺
め
な
が
ら
の
作
業
も
あ
っ
た
。
い
つ
順
番
に
な

る
の
か
と
待
て
ど
秋
過
ぎ
、
つ
い
に
今
年
最
後
の
引
揚
船
と
聞
か

さ
れ
、
ま
た
厳
冬
の
冬
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
う
に
で

も
な
れ
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
運
動
も
総
仕
上
げ
と
作
業
ノ
ル

マ
二
〇
〇
％
達
成
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。
体
力
的
に
も
限
界
、
歯
を

食
い
し
ば
っ
て
の
毎
日
だ
っ
た
。

翌
二
十
四
年
九
月
、
つ
い
に
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
、
ソ
連
海

軍
の
誘
導
で
港
を
出
る
と
き
本
当
に
日
本
の
港
に
着
く
の
か
と

疑
っ
た
。
台
風
で
荒
天
の
日
本
海
、
航
行
中
ソ
連
で
日
本
人
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
連
中
に
対
す
る
反
発
の
空
気
が
高
ま
り
、
言
い
争
い

喧
嘩
が
起
き
、
海
に
投
げ
込
ん
で
や
る
と
い
う
人
た
ち
も
い
た
。

海
岸
線
に
松
の
緑
と
草
ぶ
き
屋
根
を
見
た
と
き
確
か
に
日
本
だ
と

胸
が
踊
る
。
筋
金
入
り
の
闘
士
と
し
て
の
敵
前
上
陸
の
合
い
言
葉

も
平
穏
な
舞
鶴
入
港
と
な
り
、
足
か
け
五
年
ま
る
四
年
に
わ
た
る

抑
留
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
、
七
年
ぶ
り
の
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と

が
で
き
た
。

多
く
の
出
迎
え
を
受
け
故
郷
に
帰
る
。
し
か
し
私
の
人
生
の
中

で
こ
の
七
年
間
は
何
で
あ
っ
た
か
。
社
会
的
、
経
済
的
な
立
ち
遅

れ
は
大
き
か
っ
た
。
敗
戦
、
悲
惨
な
抑
留
生
活
の
体
験
と
帰
国
を

夢
見
て
祖
国
の
土
を
踏
め
な
か
っ
た
多
く
の
戦
友
の
た
め
に
も
、

再
び
戦
争
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
後
世
に
伝
え
る
責
任

が
あ
る
。
残
さ
れ
た
人
生
を
恒
久
平
和
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
す

べ
く
努
力
し
な
け
れ
ば
と
痛
感
し
、
先
祖
伝
来
の
農
業
に
精
根
を

傾
け
る
日
々
で
あ
る
。

南
千
島
択
捉
島
守
備
そ
し
て

ソ
連
強
制
抑
留
生
活　 

鳥
取
県
　
井
澤
正
義
　 

終
戦
の
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、
昭
和
十
九
年
八
月
十
四
日
、
豊
橋

第
一
陸
軍
予
備
士
官
学
校
を
卒
業
し
、
北
部
軍
に
転
属
命
令
を
受

け
、
同
日
夜
行
列
車
で
北
海
道
に
向
け
出
発
し
た
。
北
部
軍
司
令

部
に
て
、
択
捉
島
に
駐
屯
す
る
独
立
混
成
第
三
旅
団
独
立
歩
兵
第

四
一
九
大
隊
に
転
属
の
命
を
受
け
、
直
ち
に
根
室
に
直
行
し
、
輸

送
命
令
を
待
つ
。

北
方
四
島
の
中
で
、
一
番
広
大
な
択
捉
島
に
一
か
月
間
駐
屯
し

た
経
験
か
ら
、
こ
の
島
の
当
時
の
軍
の
配
備
等
に
つ
い
て
若
干
紹



介
し
、
皆
様
の
参
考
に
供
し
た
い
。

当
時
か
ら
す
で
に
四
十
五
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
詳
細
に

つ
い
て
は
忘
失
し
て
い
る
事
項
も
多
い
の
で
、
一
部
、
当
時
の
大

隊
長
で
あ
っ
た
三
原
録
郎
氏
（
福
岡
県
）
の
ご
援
助
を
得
て
、
紹

介
す
る
。

一
　
独
立
歩
兵
第
四
一
九
大
隊
行
動
概
要

(1)

編

成

①
本
隊
は
昭
和
十
九
年
七
月
、
京
都
歩
兵
第
九
連
隊
に
お
い

て
編
成
し
、
七
月
十
七
日
京
都
出
発
、
同
二
十
一
日
北
海

道
網
走
に
集
結
、
北
部
軍
司
令
部
の
隷
下
に
は
い
る
。

②
大
隊
の
一
部
は
す
で
に
択
捉
島
に
進
駐
し
て
い
た
の
で
、

八
月
十
七
日
よ
り
八
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
根
室
に
お

い
て
待
機
し
、
乗
船
命
令
を
待
つ
。

(2)

択
捉
島
進
駐
の
た
め
海
上
輸
送

①
大
隊
は
船
舶
輸
送
部
隊
の
輸
送
計
画
に
基
づ
き
、
第
一

次
・
第
二
次
の
二
群
に
分
か
れ
て
乗
船
し
た
。
各
輸
送
船

は
収
容
人
員
一
～
二
小
隊
程
度
の
小
船
群
で
、
濃
霧
の
荒

海
輸
送
は
困
難
を
極
め
た
。

②
第
一
次
輸
送
は
本
部
、
第
一
中
隊
、
歩
兵
砲
中
隊
、
野
砲

中
隊
の
重
火
器
を
主
力
と
し
、
八
月
十
二
日
網
走
港
出

帆
、
同
十
五
日
択
捉
島
天
寧
泊
地
に
上
陸
。

③
八
月
二
十
六
日
、
根
室
で
待
機
中
の
と
こ
ろ
、
乗
船
命
令

を
受
け
、
同
日
根
室
港
を
小
型
漁
船
に
て
出
帆
し
、
途
中
、

色
丹
島
で
一
泊
し
、
八
月
二
十
九
日
択
捉
島
天
寧
泊
地
に

上
陸
。
こ
の
間
、
四
～
五
米
の
大
波
に
ゆ
ら
れ
、
船
は
木

の
葉
の
よ
う
で
、
船
上
で
は
、
船
酔
い
の
た
め
食
事
も
で

き
ず
、
苦
し
い
三
日
間
で
あ
っ
た
。
八
月
三
十
一
日
と
思

う
が
、
配
属
さ
れ
た
第
四
中
隊
が
上
陸
し
て
来
た
の
で
、

初
め
て
合
流
し
た
。

(3)

択
捉
島
守
備

①
大
隊
は
旅
団
命
令
に
よ
り
択
捉
島
の
中
央
部
単
冠
湾
に
面

し
た
重
要
な
一
地
区
の
守
備
担
当
と
な
っ
た
。

②
敵
の
侵
攻
に
あ
た
っ
て
は
水
際
に
お
い
て
撃
滅
を
期
す
る

た
め
、
天
険
の
地
形
を
利
用
し
て
、
天
寧
台
と
ラ
ッ
コ
島

を
両
翼
拠
点
と
し
て
そ
の
中
間
に
主
力
を
配
備
し
た
。
荒

天
の
冬
期
を
目
前
に
し
て
、
日
夜
陣
地
構
築
に
全
力
を
傾

注
し
た
。
一
方
、
旅
団
命
令
に
よ
り
、
ラ
ッ
コ
島
、
留
別

間
の
機
動
縦
断
道
路
建
設
に
第
四
中
隊
が
当
た
り
、
そ
の



作
業
隊
長
に
私
が
任
命
さ
れ
、
約
二
か
月
間
日
夜
道
路
作

業
に
専
念
し
た
。
な
お
、
留
別
か
ら
の
作
業
隊
長
に
独
歩

二
九
五
大
隊
の
同
期
の
天
農
少
尉
が
当
た
り
、
ち
ょ
う
ど

中
間
地
点
で
、
上
陸
以
来
初
め
て
再
会
し
、
固
い
握
手
を

し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

③
こ
の
間
、
南
方
戦
線
の
戦
況
は
急
を
告
げ
、
十
九
年
七
月

サ
イ
パ
ン
島
、
八
月
グ
ア
ム
島
、
九
月
モ
ロ
タ
イ
島
等
米

軍
機
動
隊
の
海
空
よ
り
の
熾
烈
な
る
物
量
攻
撃
に
抗
し
切

れ
ず
、
次
々
と
玉
砕
す
る
に
至
っ
た
。

④
米
軍
の
上
陸
戦
法
は
、
海
空
よ
り
の
砲
爆
撃
に
よ
り
水
際

陣
地
を
潰
滅
し
上
陸
、
橋
頭
堡
を
築
き
逐
次
占
領
地
域
を

拡
大
す
る
戦
法
で
あ
っ
た
。

⑤
前
記
の
ご
と
き
米
軍
の
戦
法
に
か
ん
が
み
、
敵
を
水
際
に

撃
滅
す
る
の
策
は
利
あ
ら
ず
と
、
師
団
と
し
て
は
、
縦
深

配
備
に
よ
り
長
期
耐
久
戦
法
に
転
換
す
る
方
針
を
決
め

た
。こ

の
た
め
、
大
隊
は
旅
団
命
令
に
よ
り
、
天
寧
台
、

ラ
ッ
コ
島
の
拠
点
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
主
力
は
奥
地
約
四

キ
ロ
に
わ
た
る
縦
深
の
配
備
変
更
に
決
し
、
二
十
年
一
月

よ
り
急
拠
陣
地
移
動
作
業
に
着
手
。

⑥
前
記
の
と
お
り
水
際
決
戦
を
避
け
、
島
内
一
面
の
這
松
と

天
険
の
地
形
、
濃
霧
等
奇
襲
作
戦
に
有
利
な
る
条
件
を
最

大
限
に
活
用
し
て
敵
を
攪
乱
、
長
期
耐
久
戦
の
策
を
講
ず

る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑦
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
、
師
団
命
令
で
、
遊
撃
隊
を
編
成
す

る
こ
と
と
な
り
、
私
が
隊
長
の
命
を
受
け
た
。
島
内
各
部

隊
か
ら
若
年
下
士
官
約
五
十
人
を
招
集
し
、
ラ
ッ
コ
島
付

近
で
約
一
か
月
に
わ
た
り
こ
の
訓
練
を
開
始
し
た
。
訓
練

終
了
と
同
時
に
、
こ
の
遊
撃
隊
の
行
動
拠
点
と
し
て
隠
密

洞
窟
陣
地
を
島
内
随
所
に
構
築
し
た
。

⑧
大
隊
は
陣
地
構
築
と
平
行
し
て
弾
薬
資
材
、
糧
秣
の
分
散

等
、
日
夜
先
頭
準
備
に
全
力
を
尽
く
し
た
。

⑨
六
月
二
十
三
日
沖
縄
本
島
は
米
軍
の
手
に
陥
り
、
八
月
に

入
り
ソ
連
軍
の
満
州
・
樺
太
の
侵
攻
を
見
る
に
至
り
、
一

層
の
緊
迫
感
を
も
っ
て
戦
闘
準
備
強
化
中
、
八
月
十
五
日

突
如
終
戦
の
大
命
を
受
け
た
。

⑩
目
標
を
失
っ
た
虚
脱
の
中
に
気
を
取
り
直
し
、
次
の
行
動

に
備
え
て
身
辺
環
境
の
整
理
に
日
々
を
過
ご
し
た
。



●
択
捉
島
の
占
領
が
米
ソ
い
ず
れ
か
不
明
に
て
、
不
安
な
毎

日
が
続
い
た
が
、
八
月
二
十
八
日
ソ
連
軍
先
遣
隊
（
海
軍

少
佐
指
揮
一
個
中
隊
）
が
留
別
湾
に
上
陸
し
、
ソ
連
軍
の

占
領
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

次
い
で
、
九
月
十
日
こ
ろ
ソ
連
軍
本
隊
の
進
駐
に
よ
り

本
格
的
交
渉
に
は
い
り
、
各
隊
の
武
装
解
除
と
将
校
を
一

地
に
集
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
我
々
将
校

は
天
寧
飛
行
場
の
一
角
の
宿
舎
に
集
合
し
た
。

●
我
が
大
隊
は
、
第
二
九
五
大
隊（
小
出
部
隊
）
と
と
も
に
、

ソ
連
汽
船
（
五
千
ト
ン
級
）
で
、
ダ
モ
イ
東
京
（
東
京
帰

還
）
と
い
う
甘
言
に
だ
ま
さ
れ
、
九
月
十
九
日
暗
夜
の
単

冠
湾
を
出
港
し
、
島
を
あ
と
に
し
た
。

二
　
終
戦
後
の
ソ
連
（
シ
ベ
リ
ア
）
強
制
抑
留
生
活

(1)

昭
和
二
十
年
九
月
十
九
日
夜
半
、
単
冠
湾
を
出
港
し
、
二
十

一
日
朝
、
樺
太
大
泊
湾
に
寄
港
し
、
夕
刻
同
港
を
出
港
、
二

十
三
日
朝
ソ
領
沿
海
州
ワ
ニ
ナ
港
に
上
陸
。
貨
物
列
車
（
一

車
両
約
四
十
人
）
で
、
二
十
四
日
朝
ム
リ
イ
地
区
収
容
所
三

一
五
分
所
（
ワ
ニ
ナ
港
よ
り
約
五
十
キ
ロ
）
に
到
着
。
こ
の

間
食
糧
の
配
給
も
な
く
一
日
に
手
持
ち
の
乾
パ
ン
一
袋
を
三

人
で
分
け
合
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
は
ソ
連
が
シ
ベ
リ

ア
開
発
の
た
め
、
当
時
の
囚
人
を
こ
れ
に
充
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
区
か
ら
多
数
の
囚
人
が
重
労
働
に
服
し
て
い
た
。
こ
の

囚
人
収
容
所
の
跡
で
あ
る
。

(2)

収
容
所
は
、
鉄
道
の
駅
も
な
い
森
林
地
帯
を
切
り
開
い
て
建

設
し
た
バ
ラ
ッ
ク
で
、
そ
の
周
辺
に
ソ
連
兵
と
関
係
者
の
住

宅
が
点
在
し
て
い
た
。
収
容
所
は
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
木

柵
（
外
側
に
有
刺
鉄
線
）
を
も
っ
て
囲
み
、
そ
の
四
隅
に
木

柵
よ
り
高
い
監
視
歩
■
の
望
楼
が
あ
り
、
収
容
所
正
面
に
は

衛
兵
所
が
あ
り
、
内
部
建
物
は
起
居
用
バ
ラ
ッ
ク
、
炊
事
場
、

医
務
室
、
入
浴
場
、
便
所
等
は
一
応
整
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

設
備
は
は
な
は
だ
貧
弱
そ
の
も
の
で
あ
る
。

(3)

昭
和
二
十
年

作
業
は
一
部
の
人
員
で
機
関
車
用
ま
き
づ
く
り
の
た
め
の

伐
採
と
、
主
と
し
て
鉄
道
路
線
の
補
強
作
業
で
あ
っ
た
。
十

月
下
旬
と
も
な
る
と
、
気
温
も
氷
点
下
四
十
～
五
十
度
と
な

り
、
択
捉
島
で
は
各
自
五
枚
程
度
の
毛
布
が
あ
っ
た
が
、
ソ

連
船
に
乗
る
と
き
厳
密
な
検
査
で
、
防
寒
用
と
し
て
毛
布
一

枚
と
外
と
う
一
着
し
か
許
さ
れ
ず
、
寒
さ
は
日
増
し
に
厳
し



く
採
暖
用
の
ま
き
収
集
、
バ
ラ
ッ
ク
の
補
修
等
行
っ
た
が
、

初
め
て
の
シ
ベ
リ
ア
越
冬
は
不
安
で
あ
っ
た
。

十
一
月
酷
寒
期
に
は
い
り
給
食
は
黒
パ
ン
三
百
グ
ラ
ム
が

主
食
で
、
作
業
は
厳
し
く
特
に
鉄
道
線
路
補
強
の
砂
利
列
車

到
着
時
は
短
時
間
に
荷
お
ろ
し
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
深
夜
で
あ

ろ
う
と
吹
雪
の
天
候
で
あ
ろ
う
と
容
赦
な
く
作
業
を
強
要
さ

せ
ら
れ
、
一
層
体
力
を
消
耗
し
た
。

(4)

昭
和
二
十
一
年

①
抑
留
後
は
日
本
国
内
の
事
情
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
他
部
隊
の
情
況
も
全
く
不
明
で
、
将

来
何
年
こ
の
よ
う
な
生
活
が
続
く
か
と
不
安
の
中
で
、
昭

和
二
十
年
の
抑
留
四
か
月
は
暮
れ
て
昭
和
二
十
一
年
の
正

月
を
迎
え
た
。

②
一
月
に
は
い
る
と
、
外
気
温
も
一
段
と
低
下
し
、
零
下
二

十
度
以
下
の
日
が
続
く
一
方
、
給
与
環
境
の
悪
条
件
の
も

と
で
酷
寒
の
作
業
は
続
い
た
。
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
択
捉
島

出
発
時
の
編
成
の
ま
ま
で
、
心
の
つ
な
が
り
が
保
た
れ
、

お
互
い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
れ
ば
必
ず
日
本
に
帰
れ
る

と
固
く
心
に
近
い
合
っ
て
苦
し
み
に
耐
え
て
い
た
。

③
大
隊
の
中
で
も
、
年
齢
は
私
が
一
番
若
く
当
時
二
十
四
歳

で
あ
っ
た
。
隊
員
は
召
集
兵
が
多
く
、
三
十
代
が
大
半
で
、

四
十
代
の
人
も
若
干
い
た
。
こ
の
た
め
二
月
、
三
月
に
は

い
る
と
栄
養
失
調
・
急
性
肺
炎
等
で
発
病
す
る
人
が
多
く

な
っ
た
。
医
薬
品
も
ほ
と
ん
ど
択
捉
島
か
ら
携
行
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
も
残
り
少
な
く
、
軍
医
も
十
分
な
手
当

て
も
で
き
な
い
情
況
で
あ
っ
た
。
入
院
し
て
も
十
分
な
手

当
て
が
で
き
な
い
ま
ま
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
地
に
恨
み
を
の

ん
で
倒
れ
た
の
も
、
こ
の
二
十
一
年
の
春
が
最
も
多
く
、

実
に
悲
惨
な
春
で
あ
っ
た
。

④
七
月
に
は
い
る
や
、
突
如
私
一
人
が
他
の
収
容
所
に
行
く

こ
と
に
な
り
、
十
九
年
八
月
以
来
生
死
を
と
も
に
し
て
き

た
上
官
、
部
下
と
決
別
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

収
容
所
で
病
人
・
死
亡
者
が
続
出
す
る
の
で
、
こ
の
ま
ま

で
は
数
年
で
全
員
犠
牲
者
に
な
る
と
の
考
え
も
あ
り
、
私

が
指
揮
す
る
作
業
で
は
、
し
ば
し
ば
怠
業
を
行
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
ソ
連
側
の
意
に
反
し
た
た
め
に
、
懲
罰
の
意

味
で
労
働
さ
せ
ら
れ
る
羽
目
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
行
き

先
は
不
明
で
あ
っ
た
。
七
月
三
日
ソ
連
歩
■
と
と
も
に
貨



車
で
出
発
し
た
。
以
後
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
ゆ
ら
れ
て
、
八

月
十
九
日
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
区
の
モ
ル
タ
ビ
ヤ
第
四
収
容

所
に
到
着
し
た
。
な
ん
と
こ
の
間
四
十
七
日
の
貨
車
輸
送

で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
停
車
駅
か
ら
数
人
の
将
校
が
乗
車

し
て
来
た
。
話
を
す
る
と
み
な
が
ソ
連
側
と
何
ら
か
の
摩

擦
の
あ
っ
た
連
中
で
あ
っ
た
。
総
員
五
十
数
人
と
記
憶
し

て
い
る
。

翌
八
月
二
十
日
か
ら
、
早
速
三
人
一
組
と
な
り
伐
採
の

重
労
働
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
中
に
は
大
尉
、
中
尉
の
人
も

多
く
年
齢
も
三
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
前
半
の
人
が
過
半

数
を
占
め
て
い
た
。
出
身
地
も
北
海
道
、
東
北
の
人
が
多

く
、
こ
の
と
き
に
多
く
の
知
人
を
得
た
。

前
述
の
と
お
り
毎
日
伐
採
作
業
の
あ
け
く
れ
で
昭
和
二

十
一
年
も
終
わ
っ
た
。

(5)

昭
和
二
十
二
年

①
昭
和
二
十
二
年
一
月
に
な
っ
て
再
度
他
の
収
容
所
に
移
動

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
動
先
は
マ
ル
シ
ヤ
ン
ス
ク
第
七

〇
六
四
収
容
所
で
あ
っ
た
。（
モ
ス
ク
ワ
南
西
約
百
五
十

キ
ロ
の
地
点
）

こ
の
収
容
所
に
一
月
八
日
入
所
し
た
。
こ
こ
は
我
々
の

間
で
は
国
際
収
容
所
と
言
っ
て
い
た
。
収
容
所
の
中
に

は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
の
捕
虜
が
収

容
さ
れ
て
い
た
の
で
、
文
字
ど
お
り
の
国
際
収
容
所
の
観

が
あ
っ
た
。
日
本
人
収
容
者
は
全
員
将
校
で
あ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
作
業
は
比
較
的
軽
作
業
で
、
暖

房
用
、
炊
事
用
の
ま
き
運
搬
、
除
雪
作
業
を
交
互
に
行
っ

て
い
た
。
そ
の
反
面
、
夜
間
と
も
な
る
と
、
洗
脳
教
育
が

始
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
来
た
と
思
わ
れ
る
共
産
党
員
が
講

師
で
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
講
義
等
を
毎
日
二

時
間
ほ
ど
聞
か
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
民
主
主
義
な
る
も

の
も
盛
ん
で
、
反
軍
思
想
等
を
叫
び
、
ま
た
一
方
に
お
い

て
は
ソ
連
の
礼
賛
と
共
産
主
義
の
宣
伝
で
に
ぎ
や
か
で

あ
っ
た
。

②
五
月
四
日
は
、
収
容
所
で
強
健
な
者
三
十
数
人
が
こ
の
収

容
所
か
ら
南
方
三
十
キ
ロ
の
ビ
ユ
ン
ス
ク
と
い
う
森
林
地

帯
に
伐
採
作
業
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
。
こ
こ
は
古
い
馬
小

屋
を
改
良
し
た
建
物
で
あ
り
、
夜
に
な
る
と
屋
根
の
破
れ

か
ら
星
が
眺
め
ら
れ
た
。
時
期
的
に
気
候
も
比
較
的
温
暖



で
あ
り
、
気
楽
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
。
し
か
し
反
面

「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
タ
ー
」（
優
秀
作
業
者
）
は「
ス
コ
ー

ラ
ダ
モ
イ
」（
早
く
日
本
に
帰
る
）
だ
と
作
業
督
励
の
た
め

の
言
葉
を
幾
百
回
も
聞
い
て
、
尻
を
た
た
か
れ
た
。

十
月
に
は
い
る
と
、
ソ
連
将
校
か
ら
「
ダ
モ
イ
東
京
」

（
東
京
帰
還
）
と
の
情
報
を
得
た
が
、
ま
た
い
つ
も
の
甘
言

だ
と
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
十
月
二
十
二
日
急
に
前
記

マ
ル
シ
ヤ
ン
ス
ク
収
容
所
に
集
結
と
の
命
令
で
、
そ
の
日

に
復
帰
し
た
。

③
マ
ル
シ
ヤ
ン
ス
ク
収
容
所
に
復
帰
す
る
と
、
日
本
帰
還
と

の
こ
と
で
、
二
日
ほ
ど
身
辺
整
理
、
ソ
連
側
か
ら
の
身
上

調
査
等
が
あ
り
、
十
月
二
十
五
日
こ
ろ
帰
還
の
た
め
の
貨

物
列
車
で
、
ナ
ホ
ト
カ
港
に
向
け
出
発
し
た
。
何
分
臨
時

列
車
の
た
め
、
臨
時
停
車
ば
か
り
で
、
半
日
く
ら
い
も
動

か
な
い
と
き
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

④
帰
還
列
車
に
乗
車
し
た
も
の
の
、
入
ソ
以
来
幾
回
と
な
く

だ
ま
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
、
他
地
区
へ
の
移
動
で
は
な

い
か
と
、
半
信
半
疑
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
十
一
月
に
は
い

り
、
シ
ベ
リ
ア
に
近
く
な
る
の
で
、
気
温
も
零
下
と
な
り

毛
布
に
く
る
ま
っ
て
寝
て
い
る
が
、
車
内
の
壁
は
白
く
氷

が
付
着
し
て
い
た
。

十
二
月
二
日
夕
刻
こ
ろ
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
し
た
。
海

上
を
見
る
と
、
汽
船
が
一
隻
は
る
か
沖
合
に
碇
泊
し
て
い

た
。
あ
の
船
に
乗
船
で
き
る
の
だ
と
皆
の
顔
も
ほ
こ
ろ
ん

だ
。
こ
の
喜
び
も
つ
か
の
間
、
こ
の
汽
船
は
本
年
度
最
終

便
の
船
で
、
一
時
間
前
に
出
港
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
。

我
々
の
列
車
到
着
が
予
定
よ
り
遅
れ
た
た
め
に
出
港
し
た

の
だ
っ
た
。

⑤
こ
の
た
め
、
ナ
ホ
ト
カ
で
越
年
す
る
こ
と
と
な
り
、
天
幕

生
活
が
始
ま
っ
た
。
作
業
は
、
付
近
の
製
材
工
場
で
木
材

の
運
搬
、
宿
舎
暖
房
用
の
ま
き
づ
く
り
、
及
び
来
年
以
降

の
日
本
人
帰
還
に
備
え
て
、
木
造
バ
ラ
ッ
ク
の
建
築
等
で

あ
っ
た
。
一
方
、
夜
に
な
る
と
、
前
述
し
た
ソ
連
の
手
先

の
民
主
運
動
指
導
の
洗
脳
教
育
が
あ
り
、
こ
の
出
席
回
数

の
少
な
い
も
の
は
、
反
動
分
子
と
し
て
約
五
十
人
く
ら
い

が
厳
冬
の
シ
ベ
リ
ア
奥
地
に
送
り
帰
さ
れ
た
。

(6)
昭
和
二
十
三
年

①
昭
和
二
十
三
年
の
正
月
を
迎
え
、
海
上
は
る
か
祖
国
を
し



の
び
、
い
つ
の
時
期
に
帰
還
で
き
る
か
、
ま
た
シ
ベ
リ
ア

に
送
り
帰
さ
れ
る
か
不
安
の
毎
日
で
も
あ
っ
た
。

②
三
月
、
四
月
と
経
過
し
、
気
候
も
大
分
よ
く
な
り
望
郷
の

念
も
一
層
強
く
な
っ
た
。
五
月
一
日
、
本
年
度
の
帰
還
再

開
が
発
表
さ
れ
、
我
々
が
本
年
度
の
第
一
便
で
帰
国
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
五
月
四
日
、
明
優
丸
に
乗
船
、
五
月

六
日
懐
か
し
の
日
本
、「
舞
鶴
港
」
に
上
陸
帰
還
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
三
年
二
か
月　 

北
海
道
　
倉
部
房
次
郎
　 

抑
留
へ
の
予
感

あ
の
年
の
六
月
こ
ろ
、
あ
る
人
に
〝
ソ
連
は
参
戦
す
る
。
関
東

軍
は
敗
れ
て
シ
ベ
リ
ア
行
き
、
ロ
シ
ア
語
を
覚
え
て
お
い
た
方
が

身
の
た
め
〟
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、
妙
に
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い

た
。
そ
の
せ
い
か
「
ト
ウ
キ
ョ
ウ
ダ
モ
イ
」
の
ソ
連
兵
の
言
葉
も

半
信
半
疑
、
私
の
は
そ
れ
と
は
違
う
運
命
が
待
ち
構
え
て
い
る
よ

う
な
思
い
が
し
て
な
ら
ず
、
シ
ベ
リ
ア
に
向
け
て
歩
む
足
ど
り
も

重
か
っ
た
。
予
感
は
あ
し
く
も
的
中
、
シ
ベ
リ
ア
行
程
は
ダ
モ
イ

で
は
な
く
、
長
く
暗
い
抑
留
生
活
へ
の
序
幕
で
あ
っ
た
。

空
腹
で
の
重
労
働

抑
留
中
ラ
ー
ゲ
ル
は
七
、
八
か
所
も
変
わ
っ
た
。
だ
れ
も
が
経

験
し
た
よ
う
に
、
い
つ
も
空
腹
を
抱
え
、
ノ
ル
マ
に
追
い
立
て
ら

れ
、
重
労
働
に
明
け
暮
れ
た
。

作
業
は
草
刈
り
、
伐
採
、
製
材
、
れ
ん
が
づ
く
り
、
建
築
、
土

木
、
雑
役
と
何
ん
で
も
や
ら
さ
れ
た
、「
ノ
ル
マ
」
身
ぶ
る
い
す
る

言
葉
だ
。
食
事
は
あ
ま
り
に
も
少
量
、
と
て
も
重
労
働
に
耐
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
野
草
も
食
べ
た
。
ネ
ズ
ミ
を
食
っ
た
連
中

も
い
る
は
ず
。
馬
糞
が
饅
頭
に
見
え
た
り
も
す
る
。
食
事
し
た
夢

が
覚
め
て
み
た
ら
毛
布
の
端
を
か
ん
で
い
て
苦
笑
い
。

食
料
を
扱
う
使
役
は
皆
に
歓
迎
さ
れ
た
。
多
少
で
も
く
す
ね
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

穀
物
倉
庫
の
作
業
で
米
を
く
す
ね
、
袋
を
下
着
に
隠
し
持
ち
か

え
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ
ー
ゲ
ル
入
り
口
の
検
査
で
発
見
さ
れ
、
目
が

く
ら
む
ほ
ど
殴
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夜
中
に
監
視
兵
の
す
き

を
見
て
、
二
～
三
人
で
囲
い
線
を
く
ぐ
っ
て
ラ
ー
ゲ
ル
を
脱
出
、

畑
作
物
を
失
敬
す
る
と
い
う
危
険
な
行
為
も
体
験
し
た
。




